
実験画面



公共財ゲームのナッシュ均衡と被験者の振舞い
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自分以外のプレイヤー
の行動による利益

自分の行動による利益

多くの被験者は40〜60%を投資する

被験者は必ずしも全部投資しない



公共財ゲームの実験結果
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実験におけるゲームの繰返し方法の違い

• Andreoni(1988)の結果では，
他人条件のほうが平均投資額
は高い

• Croson(1996)では反対の結果

他人条件

パートナー条件

図：Andreoni (1998)の実験結果
(p.297，表１より作成)

繰返しの方法：

• グループメンバーが固定
（パートナー条件）で，
実験報酬が利益の合計
→ 繰返しゲーム

• 毎回グループメンバーを
無作為に入れ替え（他人
条件），かつ，無作為に
選択された1回が実験報酬
の対象
→ 1回限りのゲーム
（1 shot game）

被験者の振舞いが異なる
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利得関数



都市 国 文化圏 参加者数

ボストン アメリカ 英語圏 56

ノッティンガム イギリス 56

メルボルン オーストラリア 40

コペンハーゲン デンマーク ヨーロッパ 68

ボン ドイツ プロテスタント圏 60

チューリッヒ スイス 92

セント ガレン スイス 96

ミンスク ベラルーシー ギリシャ正教 68

ドニプロペトロフスク ウクライナ 旧共産圏 44

サマラ ロシア 152

アテネ ギリシャ 南ヨーロッパ 44

イスタンブール トルコ 64

リヤド サウジアラビア アラビア語圏 48

マスカット オマーン 52

ソウル 韓国 儒教圏 84

成都 中国 96

Gächter et al. (2010, p.2654, 表１)より作成



６つの文化圏

出所：Gächter et al. (2010, p.2655, 図１)
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英語圏 プロテスタント，ヨーロッパ ギリシア正教，旧共産圏

儒教圏 南ヨーロッパ アラビア語圏
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